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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスクインターフェース用の鼻シールであって、前記シールは、
　装着者側面を含み、前記装着者側面は、装着者の鼻尖、鼻の下側面、および鼻底を受け
てそれらに封止接触しかつ上唇に封止接触し、および装着者の鼻孔の下にガス流用のアパ
ーチャを位置決めするように予め形成された凹形状を有する、柔軟な下鼻受中心部分を含
み、前記柔軟な下鼻受中心部分は、前記アパーチャの左側および右側に、前記装着者の前
記鼻の左右の下側面に接触する左右の側壁部分を含み、前記左右の側壁部分、または前記
左右の側壁部分の少なくとも上部セクションは、前記シールの反対側で、前記シールの内
部から離れて外側に突出する形状すなわち凸形状を有し、
　前記装着者側面の反対側にある前記シールの外向き側面を含み、前記シールの前記外向
き側面は、装着時に前記鼻の前記左右の側面にある小鼻の下横側に隣接する前記装着者の
顔に接触する左右の外側先端で終端する左右の安定化外側部分を含み、前記シールの前記
左右の安定化外側部分は、前記シールの前記装着者側面の少なくとも前記中心部分と比較
して可撓性が低いまたは硬く、
　前記シールの前記装着者側面の周縁の全てが前記シールの前記外向き側面に連結し、
　前記シールの前記装着者側面と前記シールの前記装着者側面の反対側にある前記シール
の外向き側面とによって規定された中空内部を有し、
　前記中空内部は、使用時に陽圧の空気で満たされ、該中空内部は、前記アパーチャの左
側及び右側の前記左右の側壁部分の間に延在し、
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　前記シールの前記外向き側面が、前記シールの前記中空内部へのガス流のための開口部
を有し、
　前記シールの前記ガス流用のアパーチャが前記中空内部からのガス流用のアパーチャで
あり、
　前記シールが前記鼻にフィットしたとき、前記シールの前記装着者側面の前記下鼻受中
心部分にかかる下向きの圧力が、前記シールの左側及び右側が前記アパーチャの両側で、
前記鼻を挟んで締め付ける動きにおいて内側に引っ張るように構造化されている、
　ことを特徴とする鼻シール。
【請求項２】
　前記左右の側壁部分、または前記左右の側壁部分の前記上部セクションの前記外側に突
出する形状すなわち凸形状が、前記鼻の両側面の底部と前記顔との間の接合部で、しわま
たは窪みに対して封止するように配置されている、請求項１に記載の鼻シール。
【請求項３】
　前記左右の側壁部分、または前記左右の側壁部分の前記上部セクションの前記外側に突
出する形状すなわち凸形状が、前記シールの高さ方向において前記アパーチャの上方にあ
る、請求項２に記載の鼻シール。
【請求項４】
　前記シールの前記外向き側面の前記左右の外側部分が、前記シールの前記装着者側面の
前記下鼻受中心部分および左右の外側安定化部分の双方と比較して、可撓性が低いまたは
硬い、請求項１～３のいずれか一項に記載の鼻シール。
【請求項５】
　前記シールの前記外向き側面と前記シールの前記装着者側面の上壁セクションとの間の
橋絡部分が、可撓性である、請求項１～４のいずれか一項に記載の鼻シール。
【請求項６】
　前記アパーチャの下縁が、前記シールの深さ方向において、前記アパーチャの上縁に対
して後方に離間している、請求項１～５のいずれか一項に記載の鼻シール。
【請求項７】
　前記柔軟な下鼻受凹状中心部分が、前記シール内からの陽圧のガスの内部圧力下にない
ときに、前記予め形成された形状を有し、弾力性または前記予め形成された形状へ戻る記
憶を有する、請求項１～６のいずれか一項に記載の鼻シール。
【請求項８】
　前記柔軟な下鼻受中心部分が、前記アパーチャの上方に、前記装着者の前記鼻尖に接触
する上壁部分と、前記アパーチャの下方におよび前記上壁部分の後方に、前記装着者の前
記鼻の下で前記上唇に接触する下壁部分とを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の
鼻シール。
【請求項９】
　前記上壁部分および下壁部分が、それぞれ、前記シールの深さ方向において互いに離間
した、前記シールの高さ方向にある、別々の軸の周りで対称である、請求項８記載の鼻シ
ール。
【請求項１０】
　前記上壁部分が、前記シールの前記装着者側面の前記柔軟な中心部分のより大きな全体
的な凹面内に、特に前記鼻尖を受けるための上部凹状セクションを含み、前記上部凹状セ
クションは、前記シールの高さおよび幅の双方において凹状である、請求項８又は９記載
の鼻シール。
【請求項１１】
　前記アパーチャより下の前記下壁部分が、前記シールの高さ方向において凸状であり、
および前記シールの幅方向において凹状である、請求項８～１０のいずれか一項に記載の
鼻シール。
【請求項１２】
　前記シールの前記装着者側面が、前記鼻の左右の側面の両側に隣接する前記装着者の顔
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に接触するために、前記柔軟な中心部分の左右の側壁部分の外側に、前記シールの装着者
側面の左右の外側安定化部分を含み、かつ前記外側安定化部分は、可撓性であるが、前記
シールの前記装着者側面の前記下鼻受中心部分よりも可撓性が低く、前記左右の外側安定
化部分が、前記中心部分の壁セクションよりも厚みのある壁セクションを有する、
　請求項１記載の鼻シール。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のシールを含み、かつ前記シールの左右の安定化
外側部分を横切って延在する左右のサイドアームを含むフレームを含む、インターフェー
ス。
【請求項１４】
　装着者の頭の後部の周りに延在する後部ストラップと、装着者の頭の上側に延在する頂
部ストラップとを含むヘッドギアも含む、請求項１３記載のインターフェース。
【請求項１５】
　シールを有するインターフェースであって、前記フレームは、前記シールの左右の安定
化外側部分を横切って延在する左右のフレーム部分を含む、請求項１３又は１４記載のイ
ンターフェース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、呼吸用インターフェースのための鼻シールに関し、およびマスクか
、またはマスクおよびヘッドギアかのいずれかを含む、鼻シールを含むインターフェース
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　呼吸用インターフェースを使用して、陽圧下にあるユーザに１種または複数種の呼吸ガ
ス、例えばＣＰＡＰ療法における空気を提供する。鼻インターフェースは、鼻にガスを送
出する。
【０００３】
　間接的な鼻インターフェースのシールは、上唇、鼻の両側の顔、および鼻梁に接触して
、実質的に鼻を囲む。間接的な鼻インターフェースは、顔にある部分が比較的大きくても
よく、鼻梁に圧力をかけることがあり、およびインターフェースのフレームは、装着者の
額にあるヘッドギアに接続させるＴ字形部品を含むことがあり、一般に例えば眼鏡の装着
を妨害する。
【０００４】
　直接的な鼻インターフェースは、一般に顔にある部分が小さく、およびＴ字形部品を含
まないため、あまり邪魔にならない。しかしながら、直接的な鼻インターフェースは、一
般に、鼻枕または同様のものを含み、装着者の鼻孔に入って、効果的なシールを保証する
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、少なくとも１つ以上の点で改善された、または少なくとも一般市民ま
たは医療専門家に有用な選択肢を提供する、鼻シールおよび／またはインターフェースを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　大まかに、一態様では、本発明は、マスクインターフェース用の鼻シール、または鼻シ
ールを含むマスクインターフェースを含み、シールは、顔に接触する側面すなわち装着者
側面を含み、この装着者側面は、鼻尖、鼻の下側面（ｌｏｗｅｒ　ｓｉｄｅｓ）、および
鼻底（ｂａｓｅ）を受けてそれらに封止接触しかつ上唇に封止接触し、および装着者の鼻
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孔の下にガス流用のアパーチャを位置決めするように予め形成された凹形状を有する、柔
軟な下鼻受中心部分を含み、柔軟な中心部分は、アパーチャの左側および右側に、装着者
の鼻の左右の下側面に接触する左右の側壁部分を含み、左右の側壁部分、または左右の側
壁部分の少なくとも上部セクションは、シールの反対側で、外側に突出する形状すなわち
凸形状（シールの内部から離れる）を有し、およびシールは、装着者側面に対向するシー
ルの外向き側面を含み、シールのこの外向き側面は、装着時に鼻の左右の側面にある小鼻
の下横側（ｌｏｗｅｒ　ｆｌａｎｋｓ）に隣接する顔に接触するように適合された、左右
の外側先端で終端する左右の安定化外側部分を含み、シールの前記左右の外側部分は、シ
ールの装着者側面の少なくとも中心部分と比較して可撓性が低いまたは硬い。
【０００７】
　シールの柔軟な中心部分の左右の側壁部分は、アパーチャから互いに離れるように延在
する。少なくともいくつかの実施形態では、左右の側壁部分、または左右の側壁部分の上
部セクションの外側に突出する形状すなわち凸形状は、鼻の両側面の底部（ｂｏｔｔｏｍ
）と顔との間の接合部で、しわまたは窪みに対して封止するように配置される。シールの
反対側のこれらの外側に突出するすなわち凸状上部セクションは、一般に、シールの高さ
方向においてアパーチャの上方にある。
【０００８】
　少なくともいくつかの実施形態では、シールの外向き側面は、シールの装着者側面の上
部周辺部分、下部周辺部分、および外側先端周辺部分につながり、壁の厚さは、シールの
外側からシールの装着者側面まで薄くなる。少なくともいくつかの実施形態では、装着時
に顔に接触するシールの左右の外側先端におけるシールの左右の周辺部分は、シールの上
部周辺部分と下部周辺部分とを橋絡するほぼ直線状の部分を含む。
【０００９】
　一般に、アパーチャの下縁は、シールの深さ方向において、アパーチャの上縁に対して
後方に離間している。
【００１０】
　少なくともいくつかの実施形態では、シールは、シールの装着者側面の柔軟な下鼻受凹
状中心部分の少なくとも内側に、使用中陽圧下にある空気で満たされる中空内部を含む。
【００１１】
　一般に、柔軟な下鼻受凹状中心部分は、弾力性または前記予め形成された形状へ戻る記
憶を有する。
【００１２】
　少なくともいくつかの実施形態では、中心部分は、アパーチャの上方に、装着者の鼻尖
に接触する上壁部分と、アパーチャの下方におよび上壁部分の後方に、装着者の鼻の下で
上唇に接触する下壁部分とを含む。
【００１３】
　少なくともいくつかの実施形態では、上壁部分、下壁部分、および左右の側壁部分は、
複雑な湾曲形状（および、それぞれ、同一平面上にない近似の主平面を有する程度で）を
有し得る。
【００１４】
　シールの装着者側面の中心の柔軟な上壁、下壁、および側壁部分は、装着者の鼻尖、鼻
の下側面、および鼻の下側（ｕｎｄｅｒｓｉｄｅ）を受けてそれらに封止接触するように
予め形成された形状を有する。シールの装着者側面の柔軟な中心部分は、シール内からの
陽空気圧下にないときにも、この予め形成された形状を有し得る。柔軟であるため、可撓
的に適合するが、少なくとも好ましい実施形態では、また、弾力性またはこの予め形成さ
れた形状に戻る記憶を有する。換言すると、シールは、この予め形成された形状を維持す
るための「構造」を有する。それゆえ、シールを通る内部ガス流がシール内に陽圧を生じ
る前でも、多くの装着者に対し、シールは、比較的僅かな形状変化または変形のみで、装
着者の鼻のこれらの部分の形状に自然に適合するまたは一致する。シールの内部ガス流の
圧力は、シールを、装着者の鼻のこれらの部分に押し付ける。他の装着者に対し、シール
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内の内部ガス流の圧力はまた、シールにその形状をより大きく変化させ、装着者の鼻の形
状に一致するようにする。
【００１５】
　シールは、鼻梁に対して封止を行わない。シールは、好ましくは、鼻尖と鼻梁との間の
鼻堤（ｒｉｄｇｅ）の軟骨の任意の平坦な部分にわたって、例えば約１ｃｍ超など、少な
くとも有意な程度では延在しない。
【００１６】
　少なくともいくつかの実施形態では、シールの装着者側面の柔軟な中心部分の上壁部分
は、具体的には鼻尖を受ける上部凹状セクション（シールの装着者側面の柔軟な中心部分
のより大きな全体的な凹面内に）を含み、このセクションは、シールの高さおよび幅の双
方において凹状である。この上部凹状セクションの中間の壁の厚さは、シールの装着者側
面の中心部分の残りの部分よりも厚いが、シールの装着者側面の左右の外側安定化部分よ
りも薄い、またはシールの外向き側面よりも薄くし得る。シールの出口アパーチャの上縁
からシールの上部周辺までまたはその方へ延在し得る。
【００１７】
　少なくともいくつかの実施形態では、シールの装着者側面はまた、柔軟な中心部分の左
右の側壁部分の外側に左右の外側安定化部分を含み、鼻の左右の側面にある小鼻の下横側
に隣接する装着者の顔に接触し、かつこの外側安定化部分は、可撓性または柔軟であるが
、シールの装着者側面のより柔軟な下鼻受中心部分よりは柔軟性は比較的低い（または比
較的硬い）。例えば、これらの左右の外側安定化部分は、下鼻受中心部分の壁セクション
よりも厚みのある壁セクションを有し得る。
【００１８】
　シールは、これらの左右の外側安定化部分の内縁とシールの柔軟な中心部分との間のシ
ールの両側での壁の厚さの接合部または変化部が、鼻の下側面と鼻に隣接する顔との間の
接合部においてまたはそれに隣接して載置されるように、調整され得る。
【００１９】
　シールの外向き側面の左右の外側部分は、シールの装着者側面の下鼻受中心部分および
左右の外側安定化部分の双方よりも、可撓性が比較的低くてもよい。例えば、シールの外
側の左右の外側部分の壁の厚さは、シールの装着者側面の中心部分および左右の安定化部
分の双方よりも厚くし得る。シールの中空内部は、シールの外向き側面および装着者側面
の左右の外側または側部間に延在し得る。
【００２０】
　シールが一部を含み得るインターフェースが、フレームを含み、そこにシールが取り付
けられ得る。少なくともいくつかの実施形態では、シールおよびフレームは一緒に、呼吸
システムへのガス流入口開口部と、シールを通る装着者へのアパーチャとを有するエンク
ロージャを形成する。
【００２１】
　好ましい実施形態では、フレームはサイドアームを含み、このサイドアームは、外向き
に（互いに離れる方向に）かつシールの左右の先端を越えて後方に延在し、浅い角度でお
よび装着者の左右の頬および特に頬骨に沿って上方に延在してヘッドギアにつながって、
シールを装着者の顔に保持する。そのようなサイドアームは、深さまたは厚みよりも長く
、およびフレームの中心部分に弾力的に可撓的に接続されてもおよび／またはそれらの長
さに沿って弾力的に可撓性であってもよく、および装着者の耳と眼との間の個所におよび
／または装着者のほぼこめかみまで延在してもよく、そこで、サイドアームはヘッドギア
に接続される。フレームサイドアームの形状および／またはフレームサイドアーム間の角
度は、サイドアームが装着者の左右の頬および特に頬骨に載置されて、装着時の水平軸の
周りでの回転に対してインターフェースが安定するのを支援するようにする。
【００２２】
　サイドアームは、それらの外側端部において、フレームをヘッドギアに取り外し可能に
接続するためのコネクタ部分を含む。好ましい形態では、各フレームサイドアームの端部
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は、ヘッドギアのループに入れるための、フック、特に上方に開いたフック部を含む。
【００２３】
　好ましい実施形態では、インターフェースは、フレームから上方へ（装着時）向かい、
装着者の額においてヘッドギアに接続させるためのＴ字形部品を含まない。
【００２４】
　一実施形態では、本発明のインターフェースアセンブリと一緒に使用するのに好適なヘ
ッドギアは、装着者の頭の後部の周りに延在する後部ストラップと、装着者の頭の上部に
延在する頂部ストラップとを含む。後部ストラップは、装着者の頭の下側後部の周りに、
特に後頭骨の下部上に延在し得る。頂部ストラップは、頭冠ストラップまたは額ストラッ
プとし得る。
【００２５】
　本発明のシールは、装着時に鼻の左右の側面にある小鼻の下横側に隣接する顔と接触す
るように適合された、可撓性の低い左右の安定化外側部分を含む。シールは、例えばチュ
ーブの引きずり力に起因する顔での回転に対する安定性が、高められている。この回転は
、シールを破って漏れを生じ得る。このことは、シールが繊細な鼻梁に対して封止してい
なくても、または鼻梁と鼻尖との間の鼻堤の軟骨の任意の平らの部分にわたって例えば約
１ｃｍ超など少なくとも有意な程度では延在していなくても、シールを含みかつ上述のサ
イドアームを備えるインターフェースの好ましい実施形態でもそうである。シールはまた
、鼻インターフェースを、実質的に鼻を囲みかつ顔面上で比較的大きくし得る間接的な鼻
インターフェースよりも小さくでき、かつまた、従来の直接的な鼻インターフェースの、
装着者の鼻孔に突出する枕または同様のものを必要としない。シールの装着者側面の中心
の形状は、装着者の鼻尖、鼻の下側面、および鼻の下側を受けてそれらに封止接触しかつ
鼻の下で装着者の上唇に封止接触するように予め形成される。同時に、シールのこの中心
部分は柔軟であるため、ガスの内部圧力によってシールを鼻のこれらの部分に押し付けて
、封止を高め、およびシールは、さらに、鼻のこれらの部分の形状に一致する（多くの装
着者に対して、比較的僅かな形状変化または変形で）。柔軟であるにもかかわらず、シー
ルはまた、この予め形成された形状を保持するように、弾力性またはこの形状に戻る記憶
を有する。また、シールは、装着者の鼻の下部および上唇を受けて接触するようにこの予
め形成された形状を有するため、シールは、マスクを通るガス流量が比較的低く、鼻に対
してシール内に比較的低いガスの内部圧力しか生じない場合でも、例えば約４ｃｍ　Ｈ2

Ｏを下回る流量などでも、効果的とし得る。装着者側面の柔軟な中心の左右の側壁部分、
または左右の側壁部分の少なくとも上部セクションは、シールの反対側に、外側に突出す
る形状すなわち凸形状（シールの内部から離れる）を有する。シールの反対側のこれらの
外側に突出するすなわち凸状上部セクションは、鼻の両側面の底部と顔との間の接合部に
あるしわまたは窪みに接触し、かつ、この領域において、眼の方への空気圧の上方への漏
れを回避することを支援する。シール内のガスの圧力下で、この領域において顔を外向き
に変形し（押し）て、このシールを高める。
【００２６】
　また、少なくとも好ましい実施形態におけるシールは、非装着時、またはガスの内部圧
力下にないときでも、その形状または構造を維持しているため、ユーザが最初に、本発明
のシールを含むマスクを使用し始めるときに、ユーザには、顔にマスクをどのように配置
または位置決めするかが視覚的に比較的明白である。その形状から、顔面上に間接的な鼻
マスクを位置決めする方法が、かつまた、装着者の鼻孔に入る鼻枕または同様なものを含
む直接的な鼻インターフェースに関しての位置決めの方法は比較的明らかであるが、少な
くとも一部の新しいユーザには、鼻の下部にのみ係合するが鼻を覆わずかつ鼻に入る部分
のないシールを備えるマスクに関しては、位置決めの方法はすぐには分からない可能性が
あるため、このタイプのマスクに対しては、本発明の予め形成された形状のシールが、そ
のシール、それゆえマスクを顔面上にどのように位置決めする必要があるかを、より明白
にする。それゆえ、マスクは、より直感的に使用し得る。
【００２７】
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その他
　シールは、例えば約０．５～約３０ｃｍ　Ｈ2Ｏの範囲の空気圧において、特にＣＰＡ
Ｐ療法のための呼吸用インターフェースに対し、有用とし得る。
【００２８】
定義
　本明細書では、用語「装着者」または「ユーザ」は、平均的な大人のサイズのまたはそ
の範囲の人を意味する。
【００２９】
　本明細書では、インターフェース、マスク、またはシールに関する用語「高さ」、「幅
」、および「深さ」は、直立するユーザの装着時にインターフェース、マスク、またはシ
ールを通るかまたはそれに関連して、ほぼ垂直、横方向に水平、および前から後ろへ水平
を意味する。
【００３０】
　本明細書では、用語「凹状」は、任意の形状の窪み（または窪んだ）を意味し、および
「凸状」は、単に数学的に凸状ではないが、同様の意味を有する。
【００３１】
　本明細書では、用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、「少なくとも一部は～から
なる」を意味する。「含む」を含む本明細書および特許請求の範囲のステートメントを解
釈すると、それ以外の特徴、またはこの用語が前置きされた特徴も、存在し得る。「含む
（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」および「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」などの関連語は、同様に
解釈される。
【００３２】
　本明細書における、任意の従来技術への言及は、その従来技術が、世界中のいずれの国
においても、努力傾注分野で普及している一般知識の一部をなすことの承認、または何ら
かの形態の提案とは取られず、取られるべきではない。
【００３３】
　本発明の実施形態は、添付図面を参照して、例として、および限定を意図せずに、説明
する。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】ユーザに加熱された加湿ガス流をもたらすシステム、例えば持続気道陽圧システ
ムの概略図である。
【図２】本発明の実施形態の患者インターフェースを装着している人の斜視図である。
【図３】図２のインターフェースを構成する構成要素を示す分解図である。
【図４Ａ】患者によって装着されている図２および図３のインターフェースの、および陽
圧の空気流がインターフェースを通る、図４Ａは縦断面図である。
【図４Ｂ】図４Ａの線Ｉ－Ｉに沿って取った横断面図である。
【図４Ｃ】図４Ｂの線ＩＩ－ＩＩに沿って取った縦断面図である。
【図５】シールの実施形態の斜視図である。
【図６】シールの側面図である。
【図７】シールの上面図である。
【図８】シールの下側の図である。
【図９】シールの装着者側面の図である。
【図１０】シールの外側の図である。
【図１１】シールの縦断面図である。
【図１２】シールの横断面図である。
【図１３】インターフェースの側面図である。
【図１４】インターフェースの上面図である。
【図１５】インターフェースを通る縦断面図である。
【図１６】インターフェースを通る横断面図である。
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【図１７】ヘッドギアの実施形態を備えるインターフェースを示す。
【図１８Ａ】ストラップのループまたはバックル端部の端面拡大図である。
【図１８Ｂ】図１７のヘッドギアのループまたはバックルストラップ端部の拡大側面図で
ある。
【図１９】それぞれ、タングストラップ端部がバックルを通過している、図１８Ａおよび
図１８Ｂの２つのバックルを示す、図１７のヘッドギアの後部の図である。
【図２０】図１７～１９のヘッドギアと同様であるが、この実施形態では、代替的な頂部
ストラップ構造を備えるヘッドギアの実施形態を含む、図１７と同様の図である。
【図２１】シールが側部ヒンジを含む本発明の実施形態のインターフェース（ヘッドギア
は除外）の斜視図である。
【図２２】図２１のインターフェースの横断面図である。
【図２３】シールが側部ヒンジを含む、本発明の別の実施形態のインターフェース（ヘッ
ドギアは除外）の斜視図である。
【図２４】図２３のインターフェースの横断面図である。
【図２５】ユーザの耳を覆い、かつ異なる材料特性を有する少なくとも２つのセクション
を含み得る、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図２６】ユーザの耳を覆い、かつ異なる材料特性を有する少なくとも２つのセクション
を含み得る、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図２７】ユーザの耳を覆い、かつ異なる材料特性を有する少なくとも２つのセクション
を含み得る、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図２８】ユーザの耳を覆い、かつ異なる材料特性を有する少なくとも２つのセクション
を含み得る、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図２９】ユーザの耳を覆い、かつ異なる材料特性を有する少なくとも２つのセクション
を含み得る、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３０】固定点として顎および頭頂部を使用する伸縮性ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３１】固定点として顎および頭頂部を使用する伸縮性ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３２】固定点として顎および頭頂部を使用する伸縮性ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３３】固定点として顎および頭頂部を使用する伸縮性ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３４】固定点として顎および頭頂部を使用する伸縮性ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３５】固定点として顎および頭頂部を使用する伸縮性ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３６】図３０～３５の実施形態のいずれか１つの伸縮性ストラップにマスクフレーム
を接続する取付構造を示す。
【図３７】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３８】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図３９】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図４０】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図４１】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図４２】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
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【図４３】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図４４】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図４５】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図４６】好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性ストラップに
取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラスチックストラ
ップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示す。
【図４７】図４７Ａは、好ましくは頭の上部の周りでループ状になり、かつ耳の上で弾性
ストラップに取り付けられて頭の後側の下部の周りに延在する剛性または可撓性のプラス
チックストラップを有する単一の弾性ストラップを含む、ヘッドギアの実施形態を示し、
図４７Ｂは、図４７Ａのプラスチックストラップの断面図である。
【図４８】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図４９】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５０】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５１】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５２】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５３】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５４】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５５】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５６】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５７】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５８】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図５９】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図６０】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図６１】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図６２】シール面の荷重を、唇および鼻梁ではなく頬に伝達する安定化フラップを有す
る鼻シールの実施形態を示す。
【図６３】ヘッドギアを締め付けるときに、フレームを挟んでシールに対して内側に締め
付けるアームを備える、ＯＳＡマスク用の可撓性マスクフレームの実施形態を示す。
【図６４】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
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【図６５】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図６６】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図６７】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図６８】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図６９】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７０】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７１】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７２】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７３】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７４】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７５】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７６】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７７】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７８】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図７９】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図８０】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図８１】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【図８２】鼻の下に載置され、かつ鼻の両側面の周り、好ましくは眼の下を、鼻梁を避け
て延在するウィングを含む膨張性鼻シールの実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
概説
　図１は、ユーザＵに、ユーザが装着しかつ導管またはチューブ１２によって持続気道陽
圧（ＣＰＡＰ）システム１０に接続されるインターフェース１１を通して、加熱および加
湿空気流をもたらすためのＣＰＡＰシステム１０の概略図である。
【００３６】
　加湿チャンバ１４が、加湿器１７の加熱板１６と接触する熱伝導性ベースを有し、空気
流を加湿する。導管１２は加湿チャンバ１４の出口１３に接続されて、ユーザインターフ
ェース１１に加湿空気を運ぶ。加湿器１７は、コントローラ１８、例えば、限定されるも
のではないが関連のメモリに記憶されたコンピュータソフトウェア命令を実行するマイク
ロプロセッサベースのコントローラなどを含む。コントローラ１８は、ユーザＵに供給さ
れる加湿空気の湿度、温度、または他の特性の予め決められた値を設定できるようにする
ダイアルやタッチスクリーンなどのユーザ入力インターフェース１９を含む複数のソース
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から、入力コマンドを受信する。コントローラ１８はまた、例えばコントローラ１８およ
び／または加熱板温度センサー２３と通信するようにコネクタ２２を通して接続される温
度および／または流速センサー２０および２１などの１つ以上の他のソースからの入力を
受信し得る。ユーザの設定湿度または温度の値に応答して、コントローラ１８は、いつお
よび／またはどのレベルで加熱板１６を作動させるべきかを決定して、加湿チャンバ１４
に入れられている水を好適に加熱する。
【００３７】
　チャンバ内の水が加熱されるにつれ、水蒸気が、水面の上方のチャンバの体積部を満た
し始める。水蒸気は、送風器２７などの供給部２５からもたらされて入口２６を通って加
湿チャンバ１４に入る空気の流れによって、加湿チャンバの出口１３から排出される。送
風器２７は、可変速度のファンとし得るか、または可変圧力調整器を含み得る。送風器２
７は、入口２８を通して空気を引き入れる。送風器は、例えばコントローラ２９またはコ
ントローラ１８によって制御され得る。コントローラは、任意の好適な基準に従って送風
器回転速度、調整圧力などを制御し得る。例えば、コントローラは、コントローラ１８か
らの入力、およびユーザ入力インターフェース１９（例えば、ダイアル）によって設定で
きる圧力および／またはファン回転速度のユーザ設定値（例えば、事前設定値）に応答し
得る。
【００３８】
　導管１２は、例えばヒーター線などのヒーターを含んで、導管の壁を加熱し、導管内の
加湿ガスの凝縮物を減少させ得る。
【００３９】
　本発明のシールおよびインターフェースは、加湿されているか否かに関わらず、上述の
ようなＣＰＡＰシステムにおいて、またはその代わりに、他の形態の呼吸システム、例え
ばＶＰＡＰ（変動気道陽圧）システム、ＢｉＰＡＰ（両レベル設定気道陽圧）システムな
どにおいて、または人工呼吸器と一緒に、使用でき、かつ本明細書では、一般的に、例と
してのみ、ＣＰＡＰ療法を参照して説明する。
【００４０】
　図２は、本発明の実施形態のインターフェース１１を装着しているユーザＵの斜視図で
あり、および図３は、インターフェースの構成要素を示す分解図である。インターフェー
スは、シール３０とフレーム３１とを含むマスクを含む。インターフェースはまた、装着
者にマスクを固定するヘッドギア３２を含む。一般に、インターフェースはまた、マスク
からの、マスクの前側の中心接続部からなどの短い可撓性の供給導管またはチューブ３３
を含み、この導管は、ＣＰＡＰや他の呼吸システムの供給導管１２に接続される。導管３
３は、中空のエルボー３４を介してマスクに接続されることができ、このエルボーはフレ
ームに対して旋回し得るため、患者の顔の上でのマスクの位置に対する導管の経路は、患
者の寝るときの位置に適合できる。
【００４１】
　マスクは、インターフェースからのガスの洗い流しをもたらすための、流れが制限され
た出口（またはバイアス流れ出口）３５を含み得る。出口３５は、小開口の集合体の形態
にあるとし得る。出口は、図示の通りエルボー３４に、フレームに、またはインターフェ
ースの他の箇所に設けられ得る。
【００４２】
シール
　図５～１２は、シールの実施形態を示す。上述の通り、シールの顔に接触する側面すな
わち装着者側面は、柔軟な下鼻受凹状中心部分３９（特に図５を参照）を含み、この中心
部分は、鼻尖、鼻の下側面および鼻底を受けて封止接触することおよび上唇に封止接触す
ることによって装着者の顔にシールを形成し、かつ装着者の鼻孔の下にガス流用のアパー
チャ４０を位置決めするような形状に、予め形成されている。柔軟な下鼻受中心部分は、
装着者の鼻尖に接触する上壁部分４１と、装着者の鼻の下で上唇と接触する、内方へ離間
した下壁部分４２と、装着者の鼻の左右の下側面に接触する左右の側壁部分４３および４
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４とを含む。
【００４３】
　上壁部分４１および下壁部分４２は、シールの高さｈ（図５参照）方向にある別々の軸
ＡおよびＢの周りでそれぞれ対称的である（図６参照）。これらの軸ＡおよびＢは、シー
ルの深さｄの方向において、例えば約１～約３ｃｍまたは約１．５～約２．５ｃｍだけ、
互いに離間している。換言すると、出口アパーチャの下の下壁部分４２は、上壁部分４１
よりも、シールの左右の最も後方の先端に近い。左右の側壁部分４３および４４は、アパ
ーチャ４０から互いに離れるように延在する。左右の側壁部分４３と４４との間の角度は
、例えば約２０～約６０度または約３０～約５０度とし得る。
【００４４】
　アパーチャ４０の下縁４０ａは、シールの深さ方向において、アパーチャの上縁４０ｂ
と比較して後方に離間している。
【００４５】
　少なくとも好ましい実施形態では、シールは、使用中、陽圧下で空気で満たされる中空
内部を有する。
【００４６】
　柔軟な下鼻受凹状中心部分は壁の厚さは薄く、例えば約０．１～約０．５ｍｍ、または
約０．１～約０．３ｍｍ、または約０．２～約０．３ｍｍの範囲の壁の厚さを有する。同
時に、および柔軟かつ可撓性で適合可能であるが、少なくとも好ましい実施形態では、下
鼻受凹状中心部分は、弾力性またはこの形状への記憶も有するため、シール内からの陽空
気圧下にないときでも、この予め形成された形状を有するかまたは維持する。
【００４７】
　シールの少なくとも薄壁の柔軟な中心部分が形成される材料は、例えばシリコーン材料
、またはその代わりにＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）などの、柔らかい伸縮性材料とし
得る。好ましい形態では、シールは、一体形の構成要素であり、その説明した部品および
部分の全てが、例えば射出成形によって、例えばそのような材料から一体的に形成される
。しかしながら、代替的な実施形態では、シールの装着者側面のみが、そのような材料か
ら形成されてもよく、およびインターフェースのフレームに結合するかまたはそれと一体
的に形成される、より剛性のシェルにボンディングされてもよい。あるいは、シールは、
発泡体またはゲルで満たされたシールとし得る。
【００４８】
　一般に、シールは、シールの高さよりもシールの幅の方が大きい。少なくともいくつか
の実施形態では、シールの全幅は、約５～約１０ｃｍ、または約６ｃｍ～約８ｃｍとし得
る。少なくともいくつかの実施形態では、シールの全高は、約５ｃｍ未満、または約４．
５ｃｍ未満とし得る。
【００４９】
　アパーチャ４０は、シールの幅方向において細長くし得る。アパーチャ４０は、平面図
（上から見る）においてほぼ台形とし得る。少なくともいくつかの実施形態では、アパー
チャの周辺の少なくとも一部は、シールの内部で厚みをつけられたリムを含む。
【００５０】
　ユーザによって装着されかつ陽圧の空気流がインターフェースを通る、説明されたシー
ルを含むインターフェース（図２および図３のインターフェース）の、図４Ａは縦断面図
であり、図４Ｂは、図４Ａの線Ｉ－Ｉに沿って取った横断面図であり、および図４Ｃは、
図４Ｂの線ＩＩ－ＩＩに沿って取った縦断面図である。シールの装着者側面の中心の柔軟
な上壁、下壁、および側壁部分４１～４４の間に画定された、予め形成された形状は、装
着者の鼻尖、鼻の下側面、および鼻の下側を受けてそこに封止接触する（特に図４Ａおよ
び図４Ｂ参照）。多くの装着者に関し、シールは、内部ガス流の陽圧がなくてもすなわち
陽圧になる前でも、装着者の鼻のこれらの部分の形状に、比較的僅かな形状変化または変
形のみで自然に適合するまたは一致する。シール内の内部ガス流の圧力は、装着者の鼻の
これらの部分にシールを押し付ける。他の装着者に関し、シール内の内部ガス流の圧力に
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よって、シールをより大きく形状変化させ、装着者の鼻の形状に一致するようにする。
【００５１】
　図に示すように、シールは、鼻梁、または鼻尖と鼻梁との間の鼻堤の軟骨のいずれかの
平らな部分を封止しない。
【００５２】
　少なくとも図示の実施形態では、アパーチャ４０の上の上壁部分４１は、シールの高さ
および幅の双方において凹面である、シールの装着者側面の柔軟な中心部分のより大きな
全体的な凹面内に上部凹状セクション４１ａ（特に図９参照）を含み、具体的には鼻尖を
受ける。この上部凹状セクション４１ａは、中間の壁の厚さを有し、この部分は、シール
の装着者側面の中心部分の残りの部分よりも厚いが、以下説明するようなシールの装着者
側面の左右の外側安定化部分よりも薄く、またはシールの外側よりも薄くし得る。例えば
、壁の厚さは、約０．４または０．５ｍｍ～約１または２ｍｍの範囲とし得る。上部凹状
セクション４１ａは、シール出口アパーチャの上縁４０ｂから、シールの上部周辺までま
たはその方へ延在し得る。上部凹状セクションは、シールの高さ方向の軸の周りで対称と
し得る。このわずかに厚みのある壁の厚さセクション４１ａの上方の、上壁セクション４
１の、４１ｂにおける厚さは、好ましくは、例えばテーパ付壁セクションによって、例え
ばシールの装着者側面の中心の下壁および側壁部分４２～４４と同じ薄さの壁厚に戻るよ
うに、薄くなる。
【００５３】
　それゆえ、そのように説明された好ましい実施形態のシールの装着者側面の壁は、中心
の縦断面図においてＳ字形状に近くなるように予め形成されている（装着される前に）（
図１１参照）。すなわち、上壁部分４１は、特に４１ａにおいて、装着者の鼻尖を受ける
ように凹状になっており、および下壁部分４２は凸状になっており、装着者の鼻の下で上
唇に緩衝接触し、およびこれらの上部部分と下部部分は、アパーチャによって接合されて
いる。好ましい実施形態では、Ｓ字形状は、頂部が切り取られている形状とみなされてお
り、上壁部分４１は、下壁部分の凹状よりも凸状でなくてもよい。また、シールは、横断
面図において考慮すると、ほぼＵ字形状を有する（図７参照）。
【００５４】
　少なくとも図示の実施形態では、左右の側壁部分４３および４４、または左右の側壁部
分４３および４４の少なくとも上部セクション４３ａおよび４４ａは、シールの反対側に
、外側に突出するすなわち凸状の形状または隆起を有する（シールの内部から離れる）。
シールの反対側のこれらの外側に突出するすなわち凸状上部セクション４３ａおよび４４
ａは、一般に、図示の通りシールの高さ方向においてアパーチャの上方にある。これら凸
状上部セクションは、小鼻の脇（ｃｏｒｎｅｒｓ）、または鼻の両側面の底部と顔との間
の接合部におけるしわや窪みに接触し、かつこの領域において、空気圧が上方に目の方へ
漏れないようにするのを支援し得る。これら凸状上部セクションは、シール内のガスの圧
力下では、外側に変形し（押し）および／または小鼻の脇に対して膨張して、この封止を
高める。外側に突出するすなわち凸状セクション４３ａおよび４４ａは、左右の外側安定
化部分５３および５４（下記でさらに詳細に説明する）と、シールの装着者側面の柔軟な
中心部分の上部凹状セクション４１ａとの間に配置され得る。シールは、装着者側面に、
外側に突出するすなわち凸状セクション４３ａおよび４４ａを備えて、予め形成され得る
。凸状セクション４３ａおよび４４ａは、好ましくは、シールの高さおよび幅の双方にお
いて凸状である。この凸状セクション４３ａおよび４４ａの壁は、シールの装着者側面の
中心部分の残りの部分と同様であるが、後で説明するようにシールの装着者側面の左右の
外側安定化部分よりも薄いか、またはシールの外側よりも薄くし得る。壁の厚さは、例え
ば約０．１～約０．５ｍｍ、または約０．１～約０．３ｍｍ、または約０．２～約０．３
ｍｍの範囲とし得る。
【００５５】
　代替的な実施形態では、単一のアパーチャ４０を２つの小さいアパーチャで置き換えて
もよく（例えば、それらの間にある、わずかに厚みがあるとし得る橋絡部によって分離さ
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れている）、それらの各々の縁の周りのリムは、ひっくり返されて、装着者の鼻孔への入
口に載置される、すなわち、鼻孔にわずかに、例えば約０．１～約３ｍｍだけ、入る。
【００５６】
　少なくともいくつかの実施形態では、シールの装着者側面は、柔軟な中心部分の左右の
側壁部分４３および４４を越えるかまたは接続している左右の外側安定化部分５３および
５４を含み、鼻の左右の側面の小鼻の下横側に隣接して装着者の顔に接触する（特に図４
Ｃ参照）。これらの外側安定化部分５３および５４は可撓性または柔軟であるが、シール
のより柔軟な下鼻受中心部分よりもその程度が比較的小さい（または比較的硬い）。例え
ば、これらの左右の外側安定化部分５３および５４は、下鼻受中心部分の壁セクションよ
りも厚みのある壁セクションを有し得る（図１２参照）。それらの壁の厚さは、例えば約
０．５ｍｍ～約１または２ｍｍの範囲であり得る。これらの左右の外側安定化部分の間の
角度は、例えば約３０～約１８０度、または約７０～約１５０度とし得る。左右の外側安
定化部分５３および５４は、装着者の顔へのシールの安定化または位置決めを支援し、お
よび特に、装着時の水平軸の周りの回転に対するシールまたはインターフェースの安定化
を支援し得る。
【００５７】
　シールは調整を行っているため、これらの左右の外側安定化部分５３および５４の内縁
５３ａおよび５３ｂ（図１２参照）と、シールのより柔軟な壁４３および４４の中心部分
との間のシールの両側の壁の厚さの接合部または変化部は、インターフェースの装着時、
鼻の下側面と鼻に隣接する顔との間の接合部においてまたはそれに隣接して、載置される
ようにし得る。
【００５８】
　シールは、装着者側面に対向する外向き側面を含み、この外向き側面は、シールの装着
者側面の少なくとも中心部分と比較して可撓性が低いかまたは硬く、およびシールの装着
者側面の中心部分および左右の外側安定化部分の双方よりも可撓性が低いかまたは硬くし
得る。例えば、シールの外側の左右の外側部分の壁の厚さは、シールの患者接触側面の中
心部分よりも、または中心部分および左右の安定化部分の双方よりも厚くし得る。
【００５９】
　シールの外向き側面は、装着時に鼻の左右の側面にある小鼻の下横側に隣接する顔に接
触するように適合された、あまり可撓性ではない左右の安定化部分６３および６４を含む
。シールの中空内部は、シールの外向き側面のこれらの左右の側面部分６３および６４と
、シールの装着者側面の左右の部分５３および５４との間に延在し得る。シールの外向き
側面の左右の部分６３と６４との間の角度は、例えば約２０超～約９０度、または約３０
～約６０度とし得る。これらの左右の部分は、シールの装着者側面と同じ材料、シリコー
ン材料などで形成されてもよく、壁の厚さは、例えば約３ｍｍ～約５ｍｍとし得る。これ
らの一体型の左右の安定化部分６３および６４によって、例えばチューブの引きずり力に
起因する顔面上での回転に対する安定性を高めたシールをもたらす。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、シールの外向き側面は、シールの装着者側面の上部周辺部分
、下部周辺部分、および外側先端周辺部分６５～６８につながり、壁の厚さが、例えばテ
ーパ付壁セクションによって、シールの外向き側面からシールの装着者側面まで薄くなる
。特に、図示の実施形態では、シールの外向き側面と上壁セクション４１の頂部との間の
橋絡部分６５ａ（図５および図７参照）は薄い壁セクションを有するため、この部分も可
撓性であるか、またはシールの深さに適応し、異なる鼻の高さ（顔から鼻尖まで）に適応
するのを支援する。橋絡部分の壁の厚さは、例えばシールの装着者側面の中心の柔軟な下
壁部分および側壁部分４２～４４の壁の厚さと同様とし得る。
【００６１】
　少なくともいくつかの実施形態では、装着時に顔に接触する、シールの左右の外側先端
におけるシールの左右の周辺部分６７および６８は、シールの上部周辺部分６５と下部周
辺部分６６を橋絡するほぼ直線状の部分を含む。
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【００６２】
　図示の実施形態では、シールの外向き側面は、シールの中空内部へおよびそこからガス
流を通すための開口部７０を含む。一般に、開口部７０の周囲のリムおよびシール壁７１
は、シールの柔軟なシール部分よりも実質的に厚みがありかつ比較的硬い。
【００６３】
フレーム
　図１３～１６は、本発明の実施形態のインターフェースを示す。インターフェースは、
図５～１２のシールを含む。フレーム（およびエルボー）は、シールよりも硬くなるよう
に形成され得る。
【００６４】
　図示の実施形態では、エルボー３４の内部からフレームを通る通路の周りのフレーム３
１の装着者側面のリムなどの相補的な構成の上側を覆うように係合する、シールの外向き
側面にあるアパーチャ７０の周囲の弾力的に可撓性および伸縮性のリム７１によって、シ
ール３０はフレーム３１に取り付ける。それゆえ、シール３０およびフレーム３１は一緒
に、ＣＰＡＰシステムおよびシールを貫通するアパーチャ４０から装着者まで至るガス流
入口を有するエンクロージャを形成する。
【００６５】
　図示の実施形態では、シール３０は、リム８１を有する補助フレーム部分すなわちボス
３１ｂに取り付けられ、このボスは、図示の通り主フレーム部分３１の中心部分３１ｃの
適合するアパーチャ８２に、例えばスナップ嵌めで、係合する。ボス３１ｂのシール側に
は、直径がわずかに大きい周辺フランジ８３を有する。また、ボスのリム８１の深さは、
中心フレーム部分３１ｃにあるその受け入れアパーチャ８２の深さよりも深く、ボス３１
ｂがフレーム部分３１ａ内の本来の位置（ｈｏｍｅ）にあるとき、主フレーム部分３１ａ
の中心部分３１ｃの内側または装着者側面とボスの周囲のボスフランジ８３との間に環状
の空間が画定され、そこにシールのリム７１が嵌って、フランジの上を覆うようにシール
のリム７１を伸張させることによって、シールをフレームに取り付けるようにする（図３
、図１５、および図１６参照）。シールのリム７１の内面は、リップおよび／またはチャ
ンネルなどの特徴を含み、フレーム上のチャンネルおよび／またはリップなどの特徴と係
合して、シールをフレームに取り外し可能に固定し得る。あるいは、シールは、例えば、
クリップ部によって、または同様にフレームに取り付けるリムへのオーバーモールディン
グ（ｏｖｅｒ－ｍｏｕｌｄｉｎｇ）によって、フレームに取り付けられ得る。図示の実施
形態では、シールのリム７１の平面は、直立しているユーザがマスクを装着するときには
ほぼ垂直であるが、別の実施形態では、シールは、シールリムの平面が、水平に対して鋭
角、例えば４５～９０度の範囲の角度などにあるように形成され得る一方、図１３～１７
に示すように、シールの本体は、サイドアームを含むフレーム、および装着時にはユーザ
の顔に対して、依然として向けられている。
【００６６】
　フレーム３１はサイドアーム３１ｄを含み、これらサイドアームは、外側へ（互いに離
れるように）かつ後方へおよび浅い角度で上方へ、シールの左右の先端を越えて、および
図２に示すように装着者の左右の頬および特に頬骨に沿って延在して、ヘッドギアに接続
され、装着者の顔にシールを保持し得る。そのようなサイドアーム３１ｄは、それらの深
さまたは厚さよりも長くてもよく、およびフレームに弾力的に可撓的に接続されても、お
よび／またはそれらの長さに沿って弾力的に可撓性でもよく（高さの方向ではなく幅の方
向に）、および装着者の耳と眼との間の箇所までおよび／またはサイドアームがヘッドギ
アに接続される装着者のほぼこめかみまで延在し得る。好ましい実施形態では、サイドア
ームの長さは、約１００ｍｍ～約１５０ｍｍである。サイドアーム３１ｄの形状および／
またはそれらの間の角度は、装着者の左右の頬および特に頬骨に載置されるサイドアーム
が、装着時に水平軸の周りでの回転に対してインターフェースを安定化させるのを支援す
るようにする。サイドアーム３１ｄは、例えば、射出成形によって、プラスチック材料か
らフレームと一体的に形成され得る。サイドアームは、ほぼ水平平面（装着時）において
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装着者の顔の方へおよびそこから離れるように、弾力的に可撓性とし、異なるサイズの顔
に適応し得るが、ほぼ垂直平面においては比較的可撓性がなくてもよい。図１３（のみ）
に示すように、サイドアームは、サイドアームの長さ方向、好ましくはサイドアームの長
さの主要部の長さ方向に延在するアパーチャまたは切り欠き部を含み、装着者の顔の方へ
のおよびそこから離れるようなサイドアームのこの弾力的な可撓性を増し得るが、ほぼ垂
直平面（装着時）において比較的可撓性がない状態を保持する。
【００６７】
　好ましくは、サイドアーム３１ｄは、サイドアームの少なくとも装着者に対面する面に
、またはサイドアームの周囲全体に、装着者の顔とサイドアームとの接触を柔らかくする
ために、より軟質の材料を含み、これは、洗浄するために取り外され得る。
【００６８】
　外側端部において、サイドアーム３１ｄは、サイドアームをヘッドギアに取り外し可能
に接続するコネクタ部分を含む。好ましい形態では、各サイドアームの端部は、フック８
５、特に上方へ開放したフック部分を含み、ヘッドギアのループ９５に入る。
【００６９】
　好ましい実施形態では、インターフェースは、フレームから上方（装着時）へ向かい、
装着者の額にあるヘッドギアに接続させるためのＴ字形部品を含まない。
【００７０】
　図示のようなサイドアームの代わりに（またはより短いサイドアームでは）、ヘッドギ
アストラップの端部は、より硬いストラップ端部を介して両（左および右）側でマスクの
フレーム（またはより短いサイドアーム）に取り付けられることができ、ストラップ端部
は、取付機構によってマスクで終端し、取付機構は、マスクのフレームの垂直に直立のス
ロットに係合するフックのように、ほぼ水平平面での動きを可能にするが、ほぼ垂直平面
では動くことができないようにする。
【００７１】
　上述したように、フレームは、フレームを通る開口部に接続されたエルボー３４を含み
得る。エルボーは旋回エルボーとし得る。好ましい形態では、フレームへのエルボーの接
続は、フレームに対するエルボーの回転および旋回の双方をもたらす。例えば、接続は、
フレームへの玉継手接続を含み得るため、エルボーは、マスクとのその接続部に対して平
行および垂直な軸の周りで旋回できる。エルボーは部分ボールエンド（ｐａｒｔ　ｂａｌ
ｌ　ｅｎｄ）３４ａ（図３参照）を含み、これは、フレーム部分３１ｂのソケット開口部
３１ｅにスナップ嵌めし得る。
【００７２】
　エルボー３４は、可撓性チューブ３３の長さ部分の端部に接続される。可撓性チューブ
３３の他方の端部は、コネクタ３３ａで終端する。エルボー３４は、好ましくは、導管３
３での流れと、マスクへの接続部を通る流れとの間に、０°～約９０°、または約３０°
～約６０°の角度を画定する。
【００７３】
　上述の通り、エルボーは、エルボーの内部から外部まで通る複数の孔を含み得るガス洗
い流し通気孔３５を含み得る。通気孔アパーチャは、好ましくは、エルボーのベンドの外
側に、実質的にマスクから出るガスの流路のラインに配置される。あるいは、ガス洗い流
し通気孔は、例えばフレームに設けられ得る。
【００７４】
ヘッドギア
　図１７は、本発明のインターフェースマスクと使用するのに好適なヘッドギアの実施形
態を備えるインターフェースを示す。ヘッドギアは、装着者の頭の後部の周りに延在する
後部ストラップ９１と、装着者の頭の上部に延在する頂部ストラップ９２とを含む。後部
ストラップ９１は、装着者の頭の下側後部の周り、特に後頭骨の下部上に延在し得る。頂
部ストラップ９２は、頭冠ストラップまたは額ストラップとし得る。
【００７５】
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　ヘッドギアは、少なくとも一部には、軟質の可撓性材料、例えばＢＲＥＡＴＨ－Ｏ－Ｐ
ＲＥＮＥ材などの布で被覆された発泡材料などから形成され得る。ヘッドギアは、例えば
刃での切断または高周波切断によってシート材料から付形するようにヘッドギアを切り取
ることによって、形成され得る。一実施形態では、ヘッドギアの縁は熱成形される、すな
わち、丸みを帯びた縁を形成するように加熱下で圧縮する。すなわち、ヘッドギアの縁に
沿って熱および圧力が加えられ、縁においてヘッドギア材料の対向する外表面を互いの方
へ向かって圧縮し、かつそれらを熱接着する。これは、例えば、１度の作業で、シート材
料においてヘッドギア形状の輪郭を切断することによる、付形するためのヘッドギアの切
断と、丸みを帯びたヘッドギアの縁を画定するための熱成形を同時に、またはその代わり
に、付形するためにヘッドギアを最初に切断し、その後、第２の作業で縁に丸みをつける
ことによって、行われ得る。あるいは、ヘッドギアにある丸みを帯びた縁または任意の接
合部は、例えば、超音波または高周波溶接によって形成され得る。
【００７６】
　少なくともいくつかの実施形態では、後部ストラップ９１および／または頂部ストラッ
プ９２の長さは調整可能である。例えば、頂部ストラップは、２つの部分に形成されても
よく、そのうちの一方はループ９５で終端し、および他方は、タング９７で終端し、この
タングは、ループを通過し、かつストラップ部上に戻って固定されて、タングの端部上の
フックまたはループファスナーパネルまたはその端部からのタブ、およびストラップ上の
またはタブを被覆する布へのループまたはフックパネル（ループおよびタングの調整）に
よって、頂部ストラップの長さ部分を固定できる。後部ストラップは、図示の通り左側お
よび右側に、またはその代わりに、片側にまたは中心に、図１９に示すように長さ調整用
のバックル９６およびタング９７を有し得る。好ましい形態では、バックル９６は、例え
ば射出成形によって、異なるおよび比較的剛性の材料、例えばプラスチック材料から別々
に形成され、および例えば超音波溶接などの溶接、または他の好適な手段によって、軟質
ストラップの端部に取り付けられる。図１８Ａは、端面拡大図であり、および図１８Ｂは
、ヘッドギア部またはストラップのバックル９６の端部の拡大側面図である。各バックル
（またはファスナー部）は、ヘッドギアの軟質の可撓性材料に取り付けられた第１の部分
９６ａと、ストラップのタング端部を、それを通して受けるための開ループを含む第２の
自由部分９６ｂとを含む。
【００７７】
　好ましい形態では、前述したように、ヘッドギアは、ヘッドギアの装着時に眼と耳との
間に位置する箇所で、ヘッドギアの左側および右側のそれぞれにループ９５を含み、それ
ぞれのループで、上述の通り、インターフェースのサイドアームのフック端８５を受ける
。サイドアームのフック端は、ヘッドバンドからマスクの方へ向かう側部ストラップを用
いずに、後部および頂部ストラップで構成されたヘッドバンドに直接取り付ける。この実
施形態または他の実施形態では、あるいは、サイドアームは、例えば解除可能なクリップ
またはフック、またはフックアンドループアタッチメントによって、ヘッドギアに取り付
ける。
【００７８】
　図２０は、図１７～１９と同様のヘッドギアの実施形態を含む、図１７と同様の図であ
るが、この実施形態では、代替的な頂部ストラップ構成である。この実施形態では、頂部
ストラップは、ヘッドギアの残りの部分と同じ材料、布で被覆された発泡材料などの軟質
の可撓性材料などで形成されておらず、長さ方向において比較的非伸張性とし得る（しか
し、頭の形に適合するために、他の方法で可撓性である）プラスチックストラップなどの
非発泡プラスチック材料で形成されている。ここでも、頂部ストラップは、２つの部分に
形成されてもよく、そのうちの一方は、アパーチャ９７ａを備えるタングで終端し、およ
び他方は、ボタン９７ｂを有するバックルで終端し、そのバックルに、タング９７は調整
可能に通過でき、およびそのボタンの上側に、タングのアパーチャがスナップ嵌めによっ
て嵌められて、頂部ストラップの調整およびそれゆえその長さを固定し得る。任意選択的
に、軟質材料は、ユーザの快適さのために、頂部ストラップのユーザ側面に、またはその
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部分に設けられ得る。
【００７９】
　フレームサイドアームがヘッドギアに、図示の通り、ヘッドバンドからフレームの方へ
向かう側部ストラップのない、後部および頂部ストラップで構成された図示の通りのヘッ
ドバンドなどに直接取り付けられ、およびヘッドギアの縁が、熱成形される、すなわち加
熱下で圧縮されて、上述の通り、丸みを帯びた縁を形成して、軟質ヘッドギアの「柔軟性
（ｆｌｏｐｐｉｎｅｓｓ）」を低減しかつそのヘッドバンド形状を維持するようにする実
施形態では、ヘッドギアは、フレームをシールにまたはシールの近くに保持することによ
って、（「縁なし帽のように」）着用できる（頭の上に持ち上げるか、ひっくり返すとき
に縁なし帽をそのひさしで保持するように）。ヘッドギアは、逆順の同様の動作によって
除去され得るまたは外され得る。軟質ヘッドギアの「柔軟性」を低減しかつそのヘッドバ
ンド形状を維持させるようにするのを助けるヘッドギアおよびフレームの他の態様は、ヘ
ッドギアを形成するために使用される比較的高密度の発泡体、装着時に実質的に装着者の
頬の方へまたはそれに隣接して延在するフレームの比較的長いサイドアーム、および／ま
たはサイドアームとヘッドバンドとの間の接続部の硬さ（コネクタの周りでのヘッドギア
の厳しい許容誤差またはきつい接続）（フック８５の周りのきついループ５９）および／
またはヘッドギアの上部および後部ストラップの接続部（バックル９６の周りのきついル
ープ）のスチフネスを含む。ヘッドギアのそのような態様は、フレームをシールにまたは
シールの近くに保持することによって、（「縁なし帽のように」）ヘッドギアを着用でき
るようにする（頭の上に持ち上げるか、ひっくり返すときに縁なし帽をそのひさしで保持
するように）。ヘッドギアは、逆順の同様の動作によって除去され得るまたは外され得る
。
【００８０】
　本発明のシールおよびマスクは、他の形態のヘッドギア、例えばマスクに両側で取り付
ける２つのストラップを備えるヘッドギア、すなわち、左および右側の上部および下部ス
トラップを含むヘッドギアと一緒に使用され得る。そのようなインターフェースの実施形
態のフレームは、上述の通りサイドアームを含んでもまたは含まなくてもよい。左右の上
部ストラップは、装着者の眼と耳との間を下方に通過し（ヘッドギアの装着時）、および
左右の下部ストラップは、頭の下側後部から耳の下側をマスクまで延在し得る（および、
上部ストラップの下の各側でマスクに取り付ける）。あるいは、上部および下部ストラッ
プは、例えば、マスクのフレームに取り付ける前の、またはマスクのフレームと一体的で
ある剛性のヨークに接合し得る。そのようなヘッドギアは、上部または下部ストラップに
または両側に、バックルおよびタング、ループおよびタング（上述の通り）または他の調
整部を、それらの長さの一部分に沿って、またはマスクへのストラップの接続部において
、有し得る。あまり好ましくない実施形態では、上部ストラップは、フレームから装着者
の額まで上方に延在するＴ字形部品の頂部に取り付けられ得る。別の実施形態では、ここ
でも、ヘッドギアは、頭の後部の周りで、一方の側でマスクを通過するかまたはそこから
ループ状になって、他方の側でマスクに戻る単一のストラップを含み得る。そのようなヘ
ッドギアストラップは、弾性または弾力性で伸縮可能としてもよく、および／または後部
にまたは側部においてまたは一方の側または両側でのマスクへのヘッドギアの接続部にお
いて、長さ調整装置（例えばバックルおよびタング、ループおよびタングなど）を有し得
る。そのようなヘッドギアの変形態様はまた、頭冠ストラップを含み得る。
【００８１】
シールの側部ヒンジ
　図２１および図２２および図２３および図２４は、本発明のマスクの２つの実施形態を
示し、シールの外向き側面の左右の外側部分の各々が、それらの長さの中間に、可撓性が
より高い部分を含む。これらの可撓性がより高い部分は、インターフェースのフレームに
接続されるリム７１を含むシールの部分に対するシールの残りの部分の横方向運動を可能
にする。それゆえ、これら可撓性部分は、マスクのフレームのある程度の運動を可能にし
、これにより、シールの顔との接触を断ち、かつ空気の漏れを生じ得る。その原因は、装
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着者が、例えば装着者の顔の片側を枕につけて横向きで眠っているときのマスクへの横力
であり、この横力は、シール自体、特にシールの顔に接触する側面すなわち装着者側面も
横へ動かす傾向はあまりなく、フレームを横へ押す傾向を有し得ることにある。
【００８２】
　図示の実施形態では、可撓性がより高い部分は、シールの外向き側面の側壁に、シール
の内部へと内側に向けられたひだ１０１／１０２を含む。ひだは、ひだの両側に、シール
の外向き側面よりも薄い壁セクションを有する。図２１および図２２の実施形態では、内
側に向けられたひだ１０１ａおよび１０１ｂは、シールの中空内部の幅を部分的に横切っ
て延在する。図２３および図２４の実施形態では、内側に向けられたひだ１０２ａおよび
１０２ｂは、シールの中空内部の深さに部分的に延在する。図２１～２４の実施形態は、
他の部分は図２～１７の実施形態と同じである。
【００８３】
要約
　本発明のシールは、装着時に鼻の左右の側面にある小鼻の下横側に隣接する顔に接触す
るように適合された、可撓性が低い左右の安定化外側部分を含む。シールは、例えばチュ
ーブの引きずり力に起因する、顔面上での、特にシールの幅軸の周りでの回転に対する安
定性が高められている。この回転は、シールを破って漏れを生じ得る。このことは、シー
ルが繊細な鼻梁に対して封止しなくてもまたは鼻梁と鼻尖との間の鼻堤の軟骨の任意の平
らの部分にわたって、例えば約１ｃｍ超など少なくとも有意な程度では延在していなくて
も、上述のようにシールを含みかつサイドアームを備えるインターフェースの好ましい実
施形態でもそうである。装着者側面の柔軟な中心の左右の側壁部分、または左右の側壁部
分の少なくとも上部セクションは、シールの反対側で外側に突出するすなわち凸状の形状
を有する（シールの内部から離れるように）。シールの反対側のこれらの外側に突出する
すなわち凸状の上部セクションは、鼻の両側面の底部と顔との間の接合部にあるしわや窪
みに接触し、およびこの領域において、眼の方へ向かう空気圧の上方への漏れを回避する
ことを支援する。シール内のガスの圧力下で、それらはこの領域において顔を外側に変形
し（押し）て、このシールを高める。本発明のシールの、予め形成されたまたは予め構造
化されたが依然として柔軟で適合する形状は、多くの装着者に対して、比較的僅かな形状
変化または変形のみで自然に適合するかまたは一致し、および内部のガス流の陽圧がシー
ルを高め得るシールをもたらす。同様に、マスクが、装着者の鼻孔に突出する従来の直接
的な鼻インターフェースの枕または同様のものを含むことを必要とせずに、小型または薄
型マスクにおいて漏れが最小限であるかまたは全くない効果的なシールは、多くの装着者
に対して達成され得る。効果的なシールは、マスクを通るガス流量が比較的低くて、鼻に
対するシール内のガスの内部圧力を比較的低くして、達成され得る。また、少なくとも好
ましい実施形態では、シールは、非装着時またはガスの内部圧力下にないときでもその形
状または構造を維持するため、顔にマスクをどのように配置または位置決めするかに関し
、ユーザに対しより直感的とし得る。
【００８４】
他のヘッドギア
　図２５～２９は、頭の後ろにおよび部分的にまたは完全に耳を覆うように載置されるこ
とによって、閉塞性睡眠時無呼吸（ＯＳＡ）マスクなどの患者インターフェースや呼吸マ
スクに有利な力ベクトルをもたらすヘッドギアの配置構成を示す。例えば、図２５参照。
【００８５】
　ヘッドギア２００は、軽量な伸縮性ファブリック、例えばより実質的にファブリックが
支持をもたらすＬｙｃｒａまたは同様の材料を含み得る。例えば、図２８参照。
【００８６】
　一部の構成では、耳を覆うセクション２１０は、装着者の快適性を最大限にするために
、非常にきめ細かく軽量な伸縮性ファブリックで作製できる。一部のそのような構成では
、より実質的なファブリック２２０（より重いおよび／または伸縮性が低くてもよい）を
使用して、ヘッドギアの残りの部分の一部分または全てを構成し得る。例えば、図２６参
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照。
【００８７】
　一部の領域における、異なる特性または特徴（例えば、異なる伸縮レベル）を有するフ
ァブリック２１１および２１２の積層は、安定性およびフィッティングの容易さのための
さらなる構造を提供し得る。例えば、図２６参照。
【００８８】
　１つ以上の実施形態では、前面により幅広の取付点２３０があり（例えば、同等の従来
のマスク／ヘッドギアよりも幅が広い）、マスクシールを安定して保持し、かつ顔での揺
れを抑制または防止する。取付点２３０は、マスクシール２８０の高さのかなりのまたは
相当な部分と同じ幅とし得る。例えば、図２５参照。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、安定性のためおよび嵩を減らすために、頭頂部を囲む、全体
的に円形または輪（ｈａｌｏ）の切り欠き部２４０があってもよい。例えば、図２６参照
。
【００９０】
　一部の構成では、より実質的なファブリックは、耳の前を越えて延在し、ヘッドギアに
対しさらに構造を提供し、かつ、耳の上で束にならないようにし得る。例えば、図２６参
照。
【００９１】
　一部の構成では、ヘッドギア２００（またはヘッドギアの本体）は、頭の後ろに向かう
領域２５０で広くなる軽量な伸縮性ファブリックのみで構成され得る。例えば、図２７参
照。
【００９２】
　一部の構成では、ヘッドギア２００は、頭の後ろの方へ広くなり、かつ構造を提供する
ために後部２５０の周りにより実質的な材料のセクションを含む、軽量な伸縮性ファブリ
ックで構成され得る。例えば、図２７参照。
【００９３】
　一部の構成では、ヘッドギアは、輪の頂部２６０で調整可能とし得る。例えば、図２８
参照。
【００９４】
　一部の構成では、ヘッドギア２００は、いくつかの実施形態では比較的短い距離とし得
る所望の距離だけ耳から離して、耳被覆部２７０を保持する熱成形セクションを有し得る
。例えば、図２９参照。
【００９５】
　一部のそのような構成では、ヘッドギア２００は、所望の距離耳から離して載置される
、湾曲したプラスチック部片２７０を含み、ヘッドギアを耳でより簡単に滑らせることが
できるようにし得る。例えば、図２９参照。
【００９６】
　図３０～３６は、固定点として顎および頭頂部を使用する伸縮性ヘッドギアの配置構成
３００を示す。
【００９７】
　一部の構成では、主要構造３００は、顎３１０および頭の後ろ３２０の周りで広くなる
弾性ストラップ、好ましくは丸編みで構成される。幅広セクションは、Ｌｙｃｒａまたは
同様のファブリックなどの伸縮性ファブリックで構成され得る。例えば、図３０および図
３１参照。
【００９８】
　一部の構成では、耳の上に載置する調整点３３０があり得る。例えば、図３０および図
３１参照。
【００９９】
　そのような配置構成の利点のいくつかは、ヘッドギア３００が軽量であり、耳の下側に
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行かず、それによりフィッティングを助け、かつ従来のヘッドギアよりも嵩が小さいこと
である。
【０１００】
　一部の構成では、追加的なストラップ３４０がマスク３８０をヘッドギア３００に接続
する。これらはまた、フィットのカスタマイズを改善するように調整可能とし得る。例え
ば、図３０および図３１参照。
【０１０１】
　各側に、単一のまたは複数のマスク取付ストラップ３４０があるとし得る。図３２は、
単一のストラップのオプションを示す。
【０１０２】
　一部の構成では、ヘッドギア３００は締め付けられ得るため、顎ストラップとして機能
し、これにより、口で呼吸する人を支援する。例えば、図３２参照。
【０１０３】
　ヘッドギア３００は、頭の周りに固定され、かつ好ましくは固定点としてのマスクシー
ル３８１に依存しない。すなわち、ヘッドギア３００は、シール３８１が取り付けられて
いなくても、留まり続けることができる。有利には、そのような配置構成は、シールの力
を、ヘッドギア３００を保持する力から隔離する。この配置構成は、従来のヘッドギアと
比較して有利な違いを示す。
【０１０４】
　そのような構成は、フルフェイスマスク３８０（図３３）または鼻マスク３８０（図３
０、図３２、図３５および図３７）との組み合わせにおいて、うまく機能する。例えば、
図３３参照。
【０１０５】
　少なくとも１つの実施形態では、後部にあるストラップ３２０は、分割し得る。そのよ
うな一部の配置構成では、ストラップ３２０の分割部分は、剛性部品３５０を含み得る。
例えば、図３４参照。
【０１０６】
　一部の構成では、マスク取付ストラップ３４０は、マスクフレーム３８２の各側で１つ
以上のフック３４２または他の保持構造に載置されるループ３４１を含み得る。例えば、
図３５および図３６参照。
【０１０７】
　図３７～４７は、好ましくは、単一の弾性ストラップ４１０を含むヘッドギアの配置構
成４００を示し、このストラップは、頭の上部の周りでループ状になり、かつ剛性または
可撓性のプラスチックストラップ４２０を有し、このプラスチックストラップは、耳より
上側で弾性ストラップに取り付けられ、かつ頭の後ろの下部の周りに延在する。
【０１０８】
　一部の構成では、剛性または可撓性のプラスチックストラップ４２０は、耳より上側の
弾性ストラップへの取付点４３０で終端する。例えば、図３７および図４６参照。
【０１０９】
　剛性または可撓性のプラスチックストラップ４２０は、縫製、溶接、リベット、クリン
ピング、またはクリッピングなど、またはこれらの方法の組み合わせによって、永久的に
取り付けられ得る。好ましい一構成では、剛性または可撓性のプラスチックストラップ４
２０は、縫製によって取り付けられる。例えば、図３９～４１および図４６参照。
【０１１０】
　弾性ストラップ４１０はまた、耳より上側で、剛性または可撓性のストラップ４２０の
終端点４３０で接続されたいくつものストラップで作製され得る。
【０１１１】
　少なくとも１つの実施形態では、単一の弾性ストラップ４１０は、いくつものループ孔
４３１を通って取り付けられまたは送られて、ストラップを所望の角度に向けることがで
きるため、ストラップは頭の上部に載置され、かつ孔４３１の方へ向け直されて、マスク
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４８０に取り付けるための最適な位置を提供する。
【０１１２】
　ストラップ４１０は、調整機能を可能にするために、取付点においてループ孔４３１～
４３３を通して取り付けられないままでもよい。例えば、図４２および図４３参照。
【０１１３】
　剛性または可撓性のプラスチックストラップ４２０は、ファブリックまたは発泡体４４
０などによって被覆され得る。例えば、図４５および図４７参照。
【０１１４】
　プラスチック部品４２０は、打ち抜きまたは射出成形などで形成され得る。好ましい一
実施形態では、プラスチック部品またはストラップ４２０は射出成形して形成される。
【０１１５】
　プラスチック部品４２０は、触り心地が良い／柔らかくなるようにテクスチャー加工さ
れ得る。
【０１１６】
　一構成では、好ましくは丸編みである弾性ストラップ４１０は、全て同じ幅または直径
であっても、または快適さのために複数の部分４１１で幅広であってもよい。例えば、図
４１参照。
【０１１７】
　一部の構成では、弾性ストラップ４１０は、伸縮性領域４１２および非伸縮性領域４１
３を有し得る。例えば、図４０参照。
【０１１８】
他のシール
　図４８～６２は、シール面の荷重を、唇および鼻梁の代わりに頬へ伝達するために安定
化フラップ５１０を有する鼻シール５００を示す。これにより、シール５００を薄くでき
（例えば、０．１ｍｍ～０．５ｍｍ）、および、一部の構成では、鼻の周りに一致するよ
うに膨らませることができ、かつ漏れがなくかつ快適なシールを生じることができる。シ
リコーンシール５００には、より厚みのある支持セクション５３０があるとし得る（例え
ば、壁の厚さが厚い部分、またはシール５２０の他の部分と比較してスチフネスを高めた
他の構造）。
【０１１９】
　安定化フラップ５１０は、シールよりも剛性に構成できるが、依然として、褥瘡（ｐｒ
ｅｓｓｕｒｅ　ｓｏｒｅ）を生じることなく、顔の特徴に一致するように、十分に可撓性
であり得る。例えば、図５１参照。
【０１２０】
　フラップ５１０のサイズおよび形状は、鼻の脇、好ましくは頬の領域に載置されるよう
にし得る。例えば、図４８参照。
【０１２１】
　好ましくは、安定化フラップ５１０は、シールの荷重力を均一に、または既存の鼻マス
クと比較して顔により均一に分配させるため、圧力または荷重のかかる単一の点または小
さな領域がない。
【０１２２】
　好ましくは、フラップ５１０は、眼の方向へのシールの上方移動を最小にし、ならびに
、鼻での横方向安定性をもたらすのに十分な幅である。例えば、図４９参照。
【０１２３】
　一部の構成では、内部シール５２０は、鼻梁を覆いかつ鼻の両側面の周りにある、およ
び上唇を覆う、従来の鼻シールのように載置できる。例えば、図４８参照。
【０１２４】
　フラップ５１０は、少なくとも１つの実施形態ではシール面５２０と一体にされ、およ
び同じ材料で作製され得る。そのような実施形態では、フラップ５１０の各々は、スチフ
ネスをもたらすために１つ以上の厚みのあるセクション５３０、ならびに可撓性のために
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薄いセクション５４０を、安定性および重量の所望のまたは最適なバランスで有する。
【０１２５】
　一部の構成では、シール面５２０は、鼻梁との接触を回避できる。これは、一体型安定
化フラップ５１０、または別個の安定化フラップ５１０と組み合わせ得る。例えば、図６
２参照。
【０１２６】
　一部の構成では、フラップ５１０は、顔により良好にフィットするかまたは顔のいくつ
かの幾何学的形状により良好にフィットするように分割できる。例えば、図６１参照。
【０１２７】
　一部の構成では、フラップ５１０は、様々な顔の幾何学的形状により良好に一致するよ
うに、中空にできる。例えば、図５７～５９参照。
【０１２８】
　少なくとも１つの実施形態では、シール５００は、軟質エラストマー材料の厚みのある
壁セクションを使用する代わりにまたはそれに加えて、フラップにスチフネスをさらに与
えるアーム５５１を有するプラスチック部品５５０に、オーバーモールドされ得る。その
ような配置構成では、プラスチック部品５５０は補強部材とし得る。例えば、図６１参照
。
【０１２９】
　一部の構成では、フラップ５１０は、シール部分５２０から分離し得る。フラップ５１
０は、異なる材料、例えばｂｒｅａｔｈｏｐｒｅｎｅ、熱成形ｂｒｅａｔｈｏｐｒｅｎｅ
または発泡体、または発砲シリコーンなどとし得る。
【０１３０】
　図４８～６２のシールは、任意の２点のヘッドギア、例えば、図２５～２９および図３
７～４７に関してそれぞれ本明細書で説明するヘッドギアの配置構成２００および４００
と組み合わせて、うまく機能する。
【０１３１】
　図６３は、アーム６１０を備える、ＯＳＡマスク用の可撓性マスクフレーム６００を示
し、このアームは、ヘッドギア６３０を締め付けると、フレーム６００をシール６２０に
対して内側に挟んで締め付けるようにする。例えば、アーム６１０は、取付部分６１１ま
で外側に（ユーザの顔から離れるように）延在し得る。そのような配置構成によって、マ
スクフレーム６００のほぼまたは実質的にＵ字形状の中心部分６１２の端部分６１１は、
内側に曲がってシール６２０を挟んで締め付ける。そのような配置構成は、シール６２０
を鼻に対してよりぴったり保持するのを助け、それにより、シールおよび／または安定性
を改善する。
【０１３２】
他のシール
　図６４～８２は、膨張性鼻シール７００を示し、この鼻シールは、鼻の下に載置され、
および、鼻梁を避けて、鼻の両側面の周りに、好ましくは眼の下方に延在するウィング７
１０を含む。例えば、図７９参照。
【０１３３】
　一部の構成では、ウィング７１０は、安定性のために、両側で鼻と頬との間の移行部に
載置されるような形状にされ、漏れを防止し、かつシール７００の移動が許容される。
【０１３４】
　一部の構成では、シール７００は、鼻尖が露出するほど十分に小さいため、異なるサイ
ズの鼻に対応する。例えば、図８２参照。
【０１３５】
　一部の構成では、シール部分７２０は、比較的薄い（約０．１ｍｍ～０．５ｍｍなど）
が、中心領域７２１ではより厚くした構造（例えば、よりスチフネスが高い）を提供し得
る。例えば、図６８参照。
【０１３６】
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　一部の構成では、下部シール面７２０に加わる下向きの圧力が、挟んで締め付ける動き
においてウィング７１０を内側に引っ張り、より良好な封止およびよりしっかりとしたフ
ィットを提供する。例えば、図７３参照。
【０１３７】
　一部の構成では、シールの１つ以上の部分の外側壁（例えば、ウィング７１０）は、内
側壁７２０よりも実質的に厚みがあり、膨張を内側に向け、かつ膨張部分７２０を顔に押
し付ける。例えば、図６８参照。
【０１３８】
　一部の構成では、外鼻孔への空気流のための単一の開口部７３０がある。しかしながら
、他の構成では、外鼻孔への空気流のための２つ以上の開口部７３０とすることができる
。
【０１３９】
　一部の構成では、シール７００は、より良好な封止をもたらすために、膨張部分によっ
て接触されるまたは部分的にまたは完全に被覆される鼻尖部分を含み得る。例えば、図７
１参照。
【０１４０】
　鼻シール７００は、よりぴったりとフィットしかつより良好な封止をもたらすために、
鼻の方へシールを挟んで締め付けるように十分に可撓性のあるマスクフレーム７４０と組
み合わせて使用され得る。例えば、図７５参照。
【０１４１】
　上述の通り、一部の構成では、鼻シール７００は、各外鼻孔への別個の開口部７３１お
よび７３２を有し得る。例えば、図７６参照。
【０１４２】
　少なくとも１つの構成では、膨張性鼻シール７００は、ウィングではなく、鼻の下にパ
ッド７５０のみを有する。例えば、図７７参照。
【０１４３】
　一部の構成では、鼻シール７００は、シール７００の上隅および／または下隅に小さな
角度付き突起７６０を有してもよく、これが、シールの安定性を支援し得る。例えば、図
７９～８０参照。
【０１４４】
　図６４～８２の鼻シール７００の１つ以上の構成は、図３７～４７に関して本明細書で
説明したヘッドギア４００と一緒にうまく機能するように構成できる。
【０１４５】
　上記では、好ましい形態を含む本発明を説明しており、および当業者に明白なような代
替形態および修正形態は、本明細書の範囲に組み込まれることを意図する。
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